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(57)【要約】
【課題】照明装置において、発光面側における発光領域
の割合を大きくし、光源部の交換を容易とする。
【解決手段】照明装置１は、平面状の発光パネルを有す
る光源部２と、これと着脱自在に取り付けられる装着部
３とを備える。光源部２の非発光面側の端部に係合部２
１ａが設けられ、装着部３の光源部２が装着される装着
面に被係合部３１ａが設けられ、係合部２１ａが被係合
部３１ａに係合された状態で光源部２が装着部３に対し
て回動自在とされる。また、光源部２及び装着部３には
夫々保持部２１ｂ及び被保持部３１ｂが設けられ、光源
部２が装着部３へ装着した状態で保持される。この構成
によれば、係合部２１ａ及び保持部２１ｂが、光源部２
の発光面側に被らず、発光面側における非発光領域の小
さくすることができる。また、光源部２を装着部３に対
して回動させた状態で、装着又は取り外すことが可能と
なるので、光源部２の交換を容易にすることができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平面状の発光パネルを有する光源部と、前記光源部に着脱自在に取り付けられる装着部
と、を備えた照明装置であって、
　前記光源部の非発光面側の一端部に係合部が設けられ、
　前記装着部の前記光源部が装着される装着面に前記係合部が係合する被係合部が設けら
れ、
　前記係合部を前記被係合部に係合させた状態で、前記光源部が前記装着部に対して回動
自在となり、
　前記光源部の非発光面側のうち前記係合部が設けられている一端部とは異なる部分に保
持部が設けられ、
　前記装着部の装着面に前記保持部を保持する被保持部が設けられていることを特徴とす
る照明装置。
【請求項２】
　前記保持部及び前記被保持部は、前記装着面の法線と、前記光源部を前記装着部に対し
て回動自在とする回動軸と平行な線とを含む、前記光源部の中心部を通る中央面よりも、
前記係合部及び前記被係合部とは異なる他方側に設けられていることを特徴とする請求項
１に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記係合部又は前記被係合部は、前記装着面と略平行な方向に摺動可能に設けられ、且
つ一端部から中央側の方向に弾性付勢されていることを特徴とする請求項１又は請求項２
に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記係合部及び前記被係合部と、前記保持部及び前記被保持部とは、前記回動軸方向の
幅が異なるように形成されていることを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか一項
に記載の照明装置。
【請求項５】
　前記係合部及び前記被係合部と、前記保持部及び前記被保持部とは、夫々一対設けられ
、一対の前記係合部及び前記被係合部の間隔と、一対の前記保持部及び前記被保持部の間
隔とが異なるように構成されていることを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか一
項に記載の照明装置。
【請求項６】
　前記光源部及び前記装着部は、夫々給電端子を備え、前記給電端子は、前記係合部及び
被係合部が設けられている位置から離れた位置に配置されていることを特徴とする請求項
１乃至請求項５のいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項７】
　前記保持部及び前記被保持部は、給電端子として機能するように構成されていることを
特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項８】
　前記係合部及び前記被係合部は、給電端子として機能するように構成されていることを
特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項９】
　前記係合部は、前記光源部の非発光面側の一端部に設けられ、
　前記被係合部は、前記装着部における前記係合部と対向する箇所に設けられ、
　前記保持部は、前記光源部における前記係合部が設けられた一端部と対峙する端部の中
央寄りの１箇所に設けられ、
　前記被保持部は、前記装着部において前記保持部と対向する箇所に設けられていること
を特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項１０】
　前記光源部は、前記発光パネルの背面側を被覆するケースを備え、
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　前記係合部及び前記保持部は、前記ケースの前記装着部側の面に設けられ、
　前記ケースは、前記係合部近傍の装着部側の端部が斜めに面取りされた面取り面を有す
ることを特徴とする請求項１乃至請求項９のいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項１１】
　前記面取り面は、該面取り面を前記装着部の装着面に当接させた状態で前記被係合部及
び前記係合部を近接させたときにこれらが互いに係合する位置に配置されるように形成さ
れていることを特徴とする請求項１０に記載の照明装置。
【請求項１２】
　前記ケースは、前記面取り面と対峙する端部も斜めに面取りされていることを特徴とす
る請求項１０又は請求項１１に記載の照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光源にＥＬ素子を用いた照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　エレクトロルミネッセンス（ＥＬ）素子は、正電極及び負電極間に発光層を配置して構
成された発光部が透明基板上に形成されたものである。ＥＬ素子は、上記電極間に電圧印
加されたとき、発光層にキャリアとして注入された電子及びホールの再結合により生成さ
れた励起子によって発光する。
【０００３】
　ＥＬ素子は、発光層を有機化合物で形成した有機ＥＬ素子と、無機化合物で形成した無
機ＥＬ素子に大別される。特に、有機ＥＬ素子は、低電圧で高輝度の発光が可能であり、
有機化合物の種類によって様々な発光色が得られ、また、平面状の発光パネルとしての製
造が容易であることから、近年、照明器具の光源に用いることが注目されている。
【０００４】
　ところで、有機ＥＬ素子を用いた発光パネルは、有機材料の劣化等に起因する発光寿命
があり、この発光パネルを用いた照明装置等においては、発光パネルが寿命に達したり損
傷した場合に交換する必要がある。従って、有機ＥＬ素子を光源とする発光パネルを用い
た照明装置においては、発光パネルの交換を容易に行えるように構成されていることが望
ましい。この種のものとして、発光パネルを保持する本体側にレール状の凹部が形成され
、この凹部に発光パネルを嵌めることにより、発光パネルが凹部に装着されると共に、凹
部に設けられた給電部と接続される照明装置が知られている（例えば、特許文献１参照）
。この照明装置においては、いわゆるケンドン式により発光パネルを凹部に装着又は取り
外しをすることができる。
【０００５】
　また、発光パネルを挿入するための挿入口を有する筐体を備え、筐体の片端をヒンジで
回転自在とすると共に、他端が保持されることにより、筐体及びこれに挿入された発光パ
ネルが装着される照明器具が知られている（例えば、特許文献２参照）。この照明器具に
おいては、筐体を回動させた状態で発光パネルを交換することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００７－１７２９１８号公報
【特許文献２】特開２００７－２５０３０２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記特許文献１に記載の照明装置においては、凹部が、発光パネルの発
光面側の一部に被るので、発光面側に非発光領域（発光しない領域）が生じてしまう。そ
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のため、例えば、複数の発光パネルを並設する場合、凹部の箇所が非発光となり、発光面
の大きな照明装置を組むことができない。また、上記引用文献２に記載の照明器具おいて
も、筐体の一部が発光パネルの発光面側の一部に被るので、非発光領域が生じてしまう。
更に、この種の照明装置において、発光パネルの装着を容易にすれば、発光パネルの保持
が不安定になり、逆に、発光パネルの保持を強固にすれば、脱着が困難になることがあっ
た。
【０００８】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、発光面側における発光領域を大きく
することができ、また、発光パネルを含む光源部を容易に交換することができる照明装置
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するため、本発明は、平面状の発光パネルを有する光源部と、前記光源
部に着脱自在に取り付けられる装着部と、を備えた照明装置であって、前記光源部の非発
光面側の一端部に係合部が設けられ、前記装着部の前記光源部が装着される装着面に前記
係合部が係合する被係合部が設けられ、前記係合部を前記被係合部に係合させた状態で、
前記光源部が前記装着部に対して回動自在となり、前記光源部の非発光面側のうち前記係
合部が設けられている一端部とは異なる部分に保持部が設けられ、前記装着部の装着面に
前記保持部を保持する被保持部が設けられていることを特徴とする。
【００１０】
　上記照明装置において、前記保持部及び前記被保持部は、前記装着面の法線と、前記光
源部を前記装着部に対して回動自在とする回動軸と平行な線とを含む、前記光源部の中心
部を通る中央面よりも、前記係合部及び前記被係合部とは異なる他方側に設けられている
ことが好ましい。
【００１１】
　上記照明装置において、前記係合部又は前記被係合部は、前記装着面と略平行な方向に
摺動可能に設けられ、且つ一端部から中央側の方向に弾性付勢されていることが好ましい
。
【００１２】
　上記照明装置において、前記係合部及び前記被係合部と、前記保持部及び前記被保持部
とは、前記回動軸方向の幅が異なるように形成されていることが好ましい。
【００１３】
　上記照明装置において、前記係合部及び前記被係合部と、前記保持部及び前記被保持部
は、夫々一対設けられ、前記一対の係合部及び前記被係合部の間隔と、前記一対の保持部
及び前記被保持部の間隔とが異なるように構成されていることが好ましい。
【００１４】
　上記照明装置において、前記光源部及び前記装着部は、夫々給電端子を備え、前記給電
端子は、前記係合部及び被係合部が設けられている位置から離れた位置に配置されている
ことをが好ましい。
【００１５】
　上記照明装置において、前記保持部及び前記被保持部は、給電端子として機能するよう
に構成されていることが好ましい。
【００１６】
　上記照明装置において、前記係合部及び前記被係合部は、給電端子として機能するよう
に構成されていることが好ましい。
【００１７】
　上記照明装置において、前記係合部は、前記光源部の非発光面側の一端部に設けられ、
前記被係合部は、前記装着部における前記係合部と対向する箇所に設けられ、前記保持部
は、前記光源部における前記係合部が設けられた一端部と対峙する端部の中央寄りの１箇
所に設けられ、前記被保持部は、前記装着部において前記保持部と対向する箇所に設けら
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れていることが好ましい。
【００１８】
　上記照明装置において、前記光源部は、前記発光パネルの背面側を被覆するケースを備
え、前記係合部及び前記保持部は、前記ケースの前記装着部側の面に設けられ、前記ケー
スは、前記係合部近傍の装着部側の端部が斜めに面取りされた面取り面を有することが好
ましい。
【００１９】
　上記照明装置において、前記面取り面は、該面取り面を前記装着部の装着面に当接させ
た状態で前記被係合部及び前記係合部を近接させたときにこれらが互いに係合する位置に
配置されるように形成されていることが好ましい。
【００２０】
　上記照明装置において、前記ケースは、前記面取り面と対峙する端部も斜めに面取りさ
れていることが好ましい。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、係合部及び保持部が光源部の非発光面側に設けられ、被係合部及び被
保持部が装着部の装着面に設けられているので、これらが光源部の発光面側に被らず、発
光面側における非発光領域を小さくすることができる。また、光源部を装着部に対して回
動させて、装着又は取り外すことが可能となるので、発光パネルを含む光源部の交換を容
易にすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る照明装置の分解斜視図。
【図２】同照明装置の光源部を装着部側から見た斜視図。
【図３】同照明装置の光源部を装着部側から見た正面図。
【図４】同照明装置の装着部を光源側から見た斜視図
【図５】同照明装置における光源部を装着部に対して回動自在とした状態を示す斜視図。
【図６】（ａ）乃至（ｃ）は同照明装置における光源部を装着部に装着する手順を説明す
るための側断面図。
【図７】（ａ）は本発明の第２の実施形態に係る照明装置における光源部を装着部に対し
て回動自在とした状態を示す斜視図、（ｂ）は光源部を装着部に装着した状態を示す斜視
図。
【図８】上記実施形態の変形例を示す分解斜視図。
【図９】上記実施形態の他の変形例を示す分解斜視図。
【図１０】本発明の第３の実施形態に係る照明装置の分解斜視図。
【図１１】同照明装置を図１０とは異なる角度から見た分解斜視図。
【図１２】同照明装置における光源部の係合部を装着部の被係合部に差し込んだ状態を示
す側面図。
【図１３】図１２における破線で囲われた領域の側断面図。
【図１４】同照明装置における光源部を装着部に装着した状態を示す側面図。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　本発明の第１の実施形態に係る照明装置について、図１乃至図６を参照して説明する。
図１に示すように、本実施形態の照明装置１は、有機ＥＬ素子を用いた平面状の発光パネ
ル５を有する光源部２と、この光源部２に着脱自在に構成された装着部３と、を備える。
装着部３は、発光パネル５を点灯制御するための回路基板８を収容するハウジング３０を
有する。光源部２は、発光パネル５と共に、配線基板６を収容するパッケージ２０（カバ
ー２０ａ、ケース２０ｂ）を有する。光源部２は、装着部３と対向する面に、光源部２の
配線基板６と装着部３の回路基板８とを電気的に接続する端子部４を備える。この端子部
４は、光源部２の配線基板６から突設され、ケース２０ｂに形成された溝部２３を通して
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、装着部３側に露出している。
【００２４】
　光源部２の非発光面側の一端部に、係合部２１ａが一対設けられ、装着部３の光源部２
が装着される装着面３Ａに、係合部２１ａが係合する被係合部３１ａが一対設けられる。
係合部２１ａが被係合部３１ａに係合された状態で、光源部２は装着部３に対して回動自
在とされる。この回動は、装着部３に対して光源部２が、その一端側を軸に他方側を回動
するものである。係合部２１ａは、先端が外側に向いたフック形状に形成され、被係合部
３１ａは、係合部２１ａに対応した形状に形成されている。これら係合部２１ａ及び被係
合部３１ａは、夫々所定の幅を有し、これらの幅方向における係合箇所が回動軸Ｘとなる
。また、本例においては、被係合部３１ａは、ハウジング３０に摺動可能に取り付けされ
ると共に、バネ等の付勢機構９によって、装着部３の中央方向に付勢されている。一対の
被係合部３１ａは、図例のように、連結されている。こうすれば、作業者が一対の被係合
部３１ａを容易にスライドさせることができる。
【００２５】
　また、光源部２の非発光面側のうち係合部２１ａが設けられている一端部とは異なる部
分に、具体的には、上記一端部とは他方側に、保持部２１ｂが設けられ、装着部３の装着
面３Ａに、保持部２１ｂを保持する被保持部３１ｂが設けられる。保持部２１ｂは、係合
部２１ａと同様に先端が外側に向いたフック形状に形成され、被保持部３１ｂは、保持部
２１ｂに対応した形状に形成されている。これら保持部２１ｂ及び被保持部３１ｂは、光
源部２を装着部３へ装着した状態で保持する。
【００２６】
　光源部２は、発光パネル５の非発光面側に配線基板６が載置されている。発光パネル５
と配線基板６とは、耐熱性、耐湿性及び応力緩和性に優れる芯材入りのアクリル系両面接
着テープ等によって接着固定されると共に、後述する発光パネル５の給電電極と配線基板
６が導電性ワイヤ（不図示）が超音波溶着等されることによって電気的に接続される。
【００２７】
　パッケージ２０は、発光パネル５の発光面側（図中下方向）を覆うカバー２０ａと、非
発光面側を覆うケース２０ｂとから構成される。カバー２０ａは、透明な矩形平板状部材
で構成されている。カバー２０ａは、この他に、発光パネル５と対向する面が開口した矩
形枠状部材、又は少なくとも発光パネル５と対向する面が透明な矩形平板状部材であって
もよい。なお、カバー２０ａが前者である場合は、開口した箇所に透明な保護カバー等が
配置されることが好ましい。カバー２０ａの周縁部には、ケース２０ｂと係合するための
複数の係合爪２２が突設されている。
【００２８】
　ケース２０ｂは、カバー２０ａと対向する面が開口した有底の缶形状部材であり、その
表面側の周部が装着部３と対向する方向に凸状に形成されてその裏面側において配線基板
６を収容する凹状の配線基板収容部２４を構成する。また、ケース２０ｂは、配線基板収
容部２４を除く底面によって構成される凹部２５を備える。言い換えると、配線基板収容
部２４は、その中央に凹部２５を配した枠型に形成されている。
【００２９】
　配線基板収容部２４の装着部３側の面には、上述した係合部２１ａ及び保持部２１ｂが
、ケース２０ｂと一体的に形成されている。また、ケース２０ｂの周側面には、カバー２
０ａの係合爪２２と係合する係合溝２６が設けられる。なお、ケース２０ｂの周側面と配
線基板収容部２４とを接続する角部は、図例のように、一部面取りされた面取り面２９と
される。こうすれば、光源部２の外観をスリム化することができる。なお、パッケージ２
０を構成するカバー２０ａ及びケース２０ｂの形状は、照明装置１の用途に応じた任意の
形状が用いられ、発光パネル５の形状に対応した形状に形成されるが、本例では、図示し
たような長尺矩形状のものとする。また、カバー２０ａの構成材料としては、例えば、Ａ
ＢＳ樹脂、アクリル樹脂、又はポリスチレン樹脂等の透明なプラスチック材料が用いられ
る。ケース２０ｂの構成材料としては、上記カバー２０ａと同様の材料が用いられる他、
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例えば、表面に絶縁処理が施されたアルミニウム等の金属材料等の不透明の材料が用いら
れてもよい。
【００３０】
　発光パネル５は、透光性を有する矩形の基板上に、透明導電膜から成る正電極、発光機
能を有する発光層、光反射性を有する負電極を、順に積層した発光部（不図示）が形成さ
れ、発光部の外側が封止材で被覆されたものである。これら基板、正電極、発光層、負電
極、封止材には、有機ＥＬ素子として汎用される材料が適宜に用いられる。また、封止材
上には、銅板等から構成される均熱板５０が設けられる。
【００３１】
　配線基板６は、ガラス繊維布にエポキシ樹脂等を含侵させて硬化させたガラス繊維板、
例えば、ＦＲ－４等の、難燃性及び低導電率を両立した基材を用い、配線基板収容部２４
に収容されるように、中央が開口するように枠型に形成された部材である。端子部４は、
配線基板６に接合される接合片及びこの接合片から立設された端子片から構成される。本
例においては、一対の端子部４が、配線基板６の一方の周縁部に設けられる。また、配線
基板６上には、端子部４と電気的に接続された正電極線及び負電極線（不図示）が形成さ
れ、これら電極線が絶縁材料によって被覆されると共に、発光パネル５と対向する面とは
反対側の面において、それらの一部が露出してランド部（不図示）が形成される。これら
ランド部は、発光パネル５の正電極及び負電極に夫々電気的に接続された給電電極（不図
示）と夫々導電性ワイヤによって結線される。
【００３２】
　装着部３は、ハウジング３０及び回路基板８に加え、端子部４と回路基板８とを電気的
に接続する一対の端子受部８１を備える。ハウジング３０は、光源部２側に凸状に形成さ
れて、回路基板８を収容する凹状の回路基板収容部３２を構成する。また、ハウジング３
０は、回路基板収容部３２の両縁部に、装着部３を壁や天井等に固定するためのネジを挿
通させるためのネジ孔３０ａが設けられている。また、ハウジング３０には、端子部４を
挿通させる貫通溝３３が設けられる。
【００３３】
　回路基板８には、配線基板６と同様の基材が用いられ、この矩形状に形成された基材の
光源部２側の面に、発光パネル５を点灯駆動するための駆動ドライバ等の各種素子（不図
示）が実装される。また、回路基板８には、上記端子受部８１との接合部及び外部給電用
の接続端子８２が設けられ、これら接合部、外部給電用の接続端子８２及び駆動ドライバ
等が回路基板設けられた配線パターンによって電気的に接続される。端子受部８１は、Ｌ
字形状に屈曲した一対の金属片であり、一方の端部が回路基板８と接続され、他方の端部
が光源部２側へ立設されると共に、この立設された片が板バネ状に形成されて、貫通溝３
３を挿通した端子部４（図１参照）を挟持する。これにより、端子受部８１と端子部４と
の電気的接続を確実なものとすることができる。なお、端子受部８１は、端子部４と接続
されてときに、クリック感を与えるように構成されていてもよい。回路基板８及び端子受
部８１は、好ましくは、光源部２と対向する面とは反対側から絶縁板（不図示）によって
覆われ、外部からの物理的及び電気的な影響から保護される。
【００３４】
　回路基板収容部３２は、光源部２の凹部２５に嵌り合うように、装着部３の中央に位置
するように形成されている。回路基板収容部３２内には、ネジ止部３５が設けられている
。また、回路基板収容部３２の周縁には、保持枠３６が設けられている。この保持枠３６
は、ネジ止部３５と共に、回路基板８上に実装された各種素子が、回路基板収容部３２の
底面に接触しないように、回路基板８を中浮き状態で保持する。回路基板８には、回路基
板収容部３２のネジ止部３５と対応する位置に、ネジ孔８３が形成されている。このネジ
孔８３及びネジ止部３５にネジ（不図示）が挿通されることにより、回路基板８がハウジ
ング３０に固定される。ここで、ネジ止部３５及び保持枠３６は、回路基板８の駆動ドラ
イバ等が実装されていない面（裏面）が、周縁部３８と概ね平滑な面を構成するように、
回路基板８を保持する。こうすれば、装着部３を壁面等の取付面に取り付ける際に、がた
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つくことがなく、安定して施工を行なうことができる。
【００３５】
　図２に示すように、保持部２１ｂは、光源部２の中央面Ｓよりも、係合部２１ａとは異
なる他方側に設けられている。なお、中央面Ｓは、装着部３と対向する面（又は装着面３
Ａ（図１参照））の法線Ｈと、光源部２を装着部３に対して回動自在とする回動軸Ｘと平
行な線Ｘ’とを含み、光源部２の中心部Ｐを通る面である。すなわち、図例において、係
合部２１ａが、光源部２の一方の端部に設けられている場合、保持部２１ｂは、少なくと
も中央面Ｓよりも係合部２１ａから遠い位置に設けられる。このように、係合部２１ａ及
び保持部２１ｂを隔てて配置することにより、光源部２を装着部３に装着させた状態で、
光源部２に負荷がかけられた場合においても、係合部２１ａ及び保持部２１ｂに加わる力
を分散して、局所的な応力を軽減することができる。また、装着部３に対する光源部２の
水平を確保し易くなる。
【００３６】
　図３に示すように、係合部２１ａと保持部２１ｂとは、回動軸Ｘ（図２も参照）方向の
幅が異なるように形成されている。本例においては、係合部２１ａの幅Ｔ１が、保持部２
１ｂの幅Ｔ２よりも広くなっている。また、被係合部３１ａ及び被保持部３１ｂは、これ
ら係合部２１ａ及び保持部２１ｂに夫々対応する形状に形成されている（後述する図４参
照）。この構成によれば、幅の広い係合部２１ａを、幅の狭い被保持部３１ｂに係合させ
ることができないので、光源部２を装着部３に装着する際に、光源部２が誤った方向に装
着されることを防止することができる。
【００３７】
　また、係合部２１ａ及び保持部２１ｂは、夫々一対設けられ、一対の係合部２１ａの間
隔Ｄ１と、一対の保持部２１ｂの間隔Ｄ２とが異なるように構成される。本例においては
、一対の係合部２１ａの間隔Ｄ１が、一対の保持部２１ｂの間隔Ｄ２よりも狭くなってい
る。また、被係合部３１ａ及び被保持部３１ｂも、これら係合部２１ａ及び保持部２１ｂ
に夫々対応する位置に設けられる。この構成によれば、間隔の広い一対の保持部２１ｂを
、間隔の狭い一対の被係合部３１ａに係合させることができないので、上記と同様に、光
源部２が誤った方向に装着されることを防止することができる。
【００３８】
　図４に示すように、装着部３は、ハウジング３０の光源部２と対向する面に、上述した
被係合部３１ａ及び被保持部３１ｂが設けられている。これら被係合部３１ａ及び被保持
部３１ｂは、係合部２１ａ及び保持部２１ｂ（図１参照）と対応する位置に設けられてい
る。また、ハウジング３０は、被係合部３１ａと向かい合う箇所に掘り込み部３０ｂが形
成されている。この掘り込み部３０ｂは、ハウジング３０における他の部分よりも厚みが
薄くなるように掘り込まれたものであってもよいし、装着部３の裏面側に貫通したもので
あってもよい。
【００３９】
　次に、照明装置１の光源部２の交換作業手順について、図５及び図６（ａ）乃至（ｃ）
を参照して説明する。なお、図５のＡ－Ａ’線は、保持部２１ｂ及び被保持部３１ｂ、係
合部２１ａ及び被係合部３１ａを通る線である。また、図５のＢ－Ａ’線は、端子部４及
び端子受部８１、係合部２１ａ及び被係合部３１ａを通る線である。そして、図６（ａ）
乃至（ｃ）は、図５のＡ－Ａ’線断面又はＢ－Ａ’線断面を示す。なお、照明装置１の施
工は、装着部３を壁面や天井、あるいは照明器具本体を構成するハウジングの取付面（不
図示）に固定しておけばよい。その後、図５及び図６（ａ）に示すように、光源部２を、
端子部４と端子受部８１とが同じ方向になるように、且つ装着部３に対して光源部２が傾
斜するように配置する。そして、光源部２の係合部２１ａを装着部３の被係合部３１ａに
差し込むように、光源部２を移動させる。このとき、装着部３のハウジング３０には、被
係合部３１ａと向かい合う箇所に掘り込み部３０ｂが形成されているので、光源部２を装
着部３に対して傾斜させたまま、係合部２１ａを被係合部３１ａに深く差し込むことがで
きる。
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【００４０】
　次に、図６（ｂ）に示すように、光源部２を装着部３とが傾斜した位置関係から平行な
位置関係になるように、回動軸Ｘを軸として光源部２を回動させる。このとき、係合部２
１ａで被係合部３１ａを押し込むことによって外側へ摺動させながら光源部２を回動させ
る。そうすると、保持部２１ｂは、被保持部３１ｂの中央面Ｓ側に配置される。なお、保
持部２１ｂの装着部３側の面及び被保持部３１ｂの光源部２側の面は、夫々丸みを帯びた
形状に形成されることが好ましい。こうすれば、光源部２を回動させた際に、保持部２１
ｂと被保持部３１ｂとが接触しても、それらが滑り合って、保持部２１ｂが被保持部３１
ｂの中央面Ｓ側にスムーズに配置される。
【００４１】
　その後、図６（ｃ）に示すように、光源部２と装着部３が平行となった状態で被係合部
３１ａを中央面Ｓ側に摺動させると、これに伴って光源部２がスライドすると共に、保持
部２１ｂが被保持部３１ｂによって保持される。ここで、被係合部３１ａは付勢機構９に
よって中央面Ｓ側に付勢されているので、作業者が係合部２１ａによる被係合部３１ａの
押し込みを緩めれば、光源部２は自動的にスライドすると共に、保持部２１ｂが被保持部
３１ｂによって保持される。このとき、付勢機構９による弾性力が働くので、作業者に与
える装着感を良くすることができる。また、この装着時に、端子部４が端子受部８１に接
続されるので、光源部２と装着部３との機械的な保持と、電気的な接続とを同時に行なう
ことができる。これにより、光源部２が装着部３に装着され、光源部２の保持が完了する
。
【００４２】
　一方、光源部２を装着部３から取り外すときは、光源部２を握持すると共に被係合部３
１ａに押し込むことにより、被係合部３１ａを摺動させる。そうすると、光源部２も僅か
にスライドして、保持部２１ｂが被保持部３１ｂから外れて保持されなくなり、この保持
されていない側の光源部２の端部を持ち上げて装着部３から離せば、光源部２を装着部３
から容易に取り外すことができる。また、複数の照明装置１が列状に配置されている場合
は作業者が指を使って、複数の照明装置１が格子状に配置されている場合は、その隙間に
棒状の部材を差し込むことによって、被係合部３１ａを摺動させる。こうすれば、上記と
同様に、光源部２が僅かにスライドして、保持部２１ｂが被保持部３１ｂから外れて保持
されなくなり、光源部２を装着部３から取り外すことができる。
【００４３】
　本実施形態の照明装置１においては、光源部２から突設された端子部４及び装着部３の
端子受部８１が給電端子として機能し、これら端子部４及び端子受部８１は、光源部２が
装着部３に装着された状態でのみ、給電可能となるように配置されている。すなわち、光
源部２は、装着部３への装着が完了した状態で給電がなされ、取り外し時にも装着部３か
ら離脱した時に確実に給電を遮断することができる。この構成によれば、光源部２及び装
着部３の間の配線等の付け外しをする必要がなく、これらの着脱を容易にすることができ
る。また、光源部２の装着や取り外し作業の際の感電防止ができる。
【００４４】
　また、係合部２１ａ及び保持部２１ｂが光源部２の非発光面側に設けられ、被係合部３
１ａ及び被保持部３１ｂが装着部３の装着面に設けられているので、これらが光源部２の
発光面側に被らず、発光面側における非発光領域を小さくすることができる。また、光源
部２を装着部３に対して回動させて装着又は取り外すことができるので、発光パネル５を
含む光源部２の交換を容易にすることができる。
【００４５】
　更に、配線基板収容部２４及び回路基板収容部３２が、配線基板６と回路基板８とが互
いに重なり合わないように配置され、光源部２のパッケージ２０と装着部３のハウジング
３０とが互いに嵌り合うように構成されている。この構成によれば、光源部２及び装着部
３の装着状態において、配線基板６及び回路基板８は、いずれも発光パネル５の非発光面
側に配置されるので、発光面側における非発光領域を小さくすることができる。従って、
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複数の照明装置１を並べては位置した場合においても、発光パネル５同士を近接して配置
することができ、大きな発光面積を有する照明装置を組むことができる。また、配線基板
６と回路基板８とが重なり合わなように配置されているので、これらが重なり合う場合に
比べて照明装置１の厚みを薄くすることができる。
【００４６】
　また、照明装置１は、発光パネル５を有する光源部２と、回路基板８を有する装着部３
とを別体としているので、例えば、発光パネル５の故障や素子寿命等により点灯切れを起
こした際には、ユーザは光源部２のみを取り替えればよい。
【００４７】
　本実施形態の変形例として、例えば、光源部２の端子部４が保持部２１ｂに組み込まれ
、また、装着部３の端子受部８１が被保持部３１ｂに組み込まれていてもよい。すなわち
、保持部２１ｂが被保持部３１ｂに保持された状態で、端子部４と端子受部８１とが接続
される。この変形例によれば、上述した実施形態と同様に、光源部２と装着部３との機械
的な保持と、電気的な接続とを同時に行なうことができる。なお、光源部２は、交換部材
として、それ単体で流通されることがある。この流通段階において、光源部２から突設さ
れた端子部４は、折れ曲がり等の損傷を防止するために、保護される必要がある。これに
対して、この変形例においては、構造部材である保持部２１ｂに端子部４が組み込まれて
いるので、別途の保護部材等を用いることなく、端子部４を保護することができる。また
、保持部２１ｂ及び被保持部３１ｂが、夫々導電材料によって形成され、それら自体が給
電端子として機能するように構成されていてもよい。こうすれば、部品点数を少なくする
ことができる。
【００４８】
　次に、本発明の第２の実施形態に係る照明装置について、図７（ａ）（ｂ）を参照して
説明する。本実施形態の照明装置１は、光源部２の係合部２１ａが、Ｕ字形状のフック部
材として形成され、装着部３の被係合部３１ａが軸部材として形成されているものである
。つまり、Ｕ字形状の係合部２１ａが、軸状の被係合部３１ａに引っ掛かることにより、
被係合部３１ａを回動軸として、光源部２が装着部３に対して回動自在とされる。本例に
おいて、係合部２１ａ及び被係合部３１ａは、光源部２及び装着部３の各一辺の両端部に
、夫々２箇所設けられている。また、係合部２１ａ及び被係合部３１ａが設けられた辺と
対峙する辺には、保持部２１ｂ及び被保持部３１ｂが設けられる。本例では、光源部２及
び装着部３における上記辺の中央部に、夫々１箇所設けられている。
【００４９】
　係合部２１ａは、所定の剛性を有し、且つ導電性を有する金属材料により形成されてる
。係合部２１ａは、Ｕ字形状の両端の間隔が、被係合部３１ａの軸部材の軸径よりも大き
くなるように形成されている。また、係合部２１ａにおけるＵ字形状の一方の端部が、光
源部２に固定されると共に、光源部２に収容された配線基板（不図示）と電気的に接続さ
れている。また、係合部２１ａは、Ｕ字形状の中間部が１８０°以上の円弧状となるよう
に形成されていることが好ましい。これにより、光源部２の装着部３に対する回動角度が
所定の範囲では、係合部２１ａと被係合部３１ａとの係合が外れ難くすることができる。
係合部２１ａにおけるＵ字形状の他方の端部は、図７（ａ）の拡大図に示したように、上
記Ｕ字形状の円弧とは反対側に僅かに屈曲されている。こうすれば、この端部を、被係合
部３１ａの軸状部に掛け易く、且つ外し易くすることができる。
【００５０】
　被係合部３１ａは、所定の剛性を有し、且つ導電性を有する金属材料により形成されて
る。また、被係合部３１ａは、装着部３から光源部２側に突設するように形成された一対
の軸受片３９によって軸支されている。軸受片３９には、装着部３に収容された回路基板
（不図示）と、被係合部３１ａとを電気的に接続する配線（不図示）が組み込まれている
。従って、係合部２１ａを被係合部３１ａに係合させることにより、光源部２と装着部３
とが電気的に接続される。軸受片３９の内側には、光源部２と装着部３との間隔及びそれ
らの回動角度を一定に保持するための一対の間隔保持部材７ａが設けられている。
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【００５１】
　保持部２１ｂ及び被保持部３１ｂは、図７（ｂ）の拡大図に示すように、夫々Ｌ字形状
に形成された板状部材であり、夫々の屈曲した先端部が係合することにより、光源部２を
装着部３に保持することができる。保持部２１ｂ及び被保持部３１ｂは、少なくとも一方
が可撓性を有する材料から構成され、いずれかが弾性変形して、一方の先端部が他方の屈
曲部に嵌り込むことによって係合がなされる。また、上記軸受片３９と同様に、保持部２
１ｂ及び被保持部３１ｂの外側にも、光源部２と装着部３との間隔及びそれらの回動角度
を一定に保持するための一対の間隔保持部材７ｂ，７ｃが設けられている。本例では、間
隔保持部材７ｂ及び間隔保持部材７ｃ同士が接触しないように、光源部２側の間隔保持部
材７ｂが内側に、装着部３の間隔保持部材７ｃが外側に配置されている。
【００５２】
　本実施形態によれば、光源部２と装着部３との機械的な保持と電気的な接続とを、簡易
な構成で実現することができるので、部品点数を少なくすることができると共に、照明装
置１の生産性を良くすることができる。
【００５３】
　次に、本実施形態の変形例について、図８及び図９を参照して説明する。図８に示す変
形例は、光源部２の係合部２１ａが、装着部３側に立設された立設片２７ａと、その外側
面に設けられた突起部２７ｂとから構成され、装着部３の被係合部３１ａが、装着部３の
ハウジング３０の側面に設けられた孔部によって構成されるものである。立設片２７ａが
、可撓性を有す部材によって形成されており、係合部２１ａの突起部２７ｂが、被係合部
３１ａの孔部に嵌り込むことによって、係合部２１ａと被係合部３１ａとの係合がなされ
ると共に、光源部２が装着部３に対して回動自在とされる。保持部２１ｂは、上記実施形
態と同様のＬ字形状の板状部材によって構成される。被保持部３１ｂは、装着部３のハウ
ジング３０の側面に設けられた溝部によって構成される。この構成によれば、保持部２１
ｂの屈曲した先端部が、被保持部３１ｂの溝部に嵌り込むことによって、保持部２１ｂと
被保持部３１ｂとの係合がなされて、光源部２が装着部３に対して機械的に保持される。
【００５４】
　また、図９に示す変形例は、光源部２の係合部２１ａが、光源部２のケース２０ｃの側
面に設けられた、出没自在の突起部２８ａによって構成され、装着部３の被係合部３１ａ
が、装着部３のハウジング３０の側面に設けられた孔部によって構成されるものである。
突起部２８ａは、バネ２８ｂによってケース２０ｃから突出する状態に付勢されている。
また、本例においては、ハウジング３０の内周面がケース２０ｃの外周面よりも大きく形
成されている。この構成によれば、係合部２１ａの突起部２８ａが、被係合部３１ａの孔
部に嵌り込むことによって、係合部２１ａと被係合部３１ａとの係合がなされると共に、
光源部２が装着部３に対して回動自在とされる。保持部２１ｂ及び被保持部３１ｂは、上
記変形例と同様の構成であり、保持部２１ｂの屈曲した先端部が、被保持部３１ｂの溝部
に嵌り込むことによって、保持部２１ｂと被保持部３１ｂとの係合がなされて、光源部２
が装着部３に対して機械的に保持される。これらの変形例によれば、光源部２と装着部３
との機械的な保持と電気的な接続とを、より簡易な構成で実現することができる。
【００５５】
　次に、本発明の第３の実施形態に係る照明装置について、図１０乃至図１４を参照して
説明する。図１０は光源部２の係止部２１ａ及び保持部２１ｂの配置を、図１１は装着部
３の被係止部３１ａ及び被保持部３１ｂの配置を特に明示する。本実施形態の照明装置１
は、保持部２１ｂが光源部２における係合部２１ａが設けられた一端部と対峙する端部の
中央寄りの１箇所に設けられ、被保持部３１ｂが装着部３における保持部２１ｂと対向す
る箇所に設けられている。係合部２１ａ及び摺動可能な被係合部３１ａは、上述した第１
の実施形態と同様であり、係合部２１ａが、光源部２の非発光面側の一端部の２箇所に設
けられ、被係合部３１ａが装着部３における係合部２１ａと対向する箇所に設けられてい
る。
【００５６】
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　上記第１の実施形態においては、図１に示したように、保持部２１ｂ及び被保持部３１
ｂは、夫々２箇所、互いに離れた位置に設けられている。この構成においては、例えば、
壁面に固定された装着部３に光源部２を装着するとき、保持部２１ｂ及び被保持部３１ｂ
が２箇所で係合されると、係合部２１ａが被係合部３１ａに係合されていなくても、片係
り状態で仮保持される。そのため、ユーザが誤った装着を行なう虞がある。しかし、この
仮保持は、保持部２１ｂ及び被保持部３１ｂの２箇所と、それら以外の箇所で光源部２と
装着部３とが接触して、一応の保持バランスが取れているだけなので、光源部２は装着部
３から簡単に脱落する。これに対して、本実施形態においては、保持部２１ｂ及び被保持
部３１ｂが、光源部２及び装着部３の夫々の中央寄りの１箇所に設けられているので、上
述した仮保持はなされない。つまり、係合部２１ａを被係合部３１ａに係合させた後に、
保持部２１ｂを被保持部３１ｂに係止させなければ、光源部２を装着部３に正しく保持さ
せることができないので、ユーザが誤った装着を行なうことを確実に防止することができ
る。
【００５７】
　装着部３を壁面等へ固定するための固定箇所は、照明装置の形状、重量バランス等を鑑
みて設定され、一辺が１０数ｃｍ程度の矩形状の有機ＥＬパネルを用いた照明装置であれ
ば、器具の略中央部に、所定の間隔をあけて２箇所設ければよい。本実施形態においては
、ハウジング３０の回路基板収容部３２の両縁部に設けられた２箇所のネジ孔３０ａに夫
々ネジ３０ｃ（図１１参照）を挿通されることによって固定がなされる。このとき、被保
持部３１ｂが、装着部３を壁面等に固定するためのネジ孔３０ａの近傍に配置されること
になる。この配置によれば、光源部２の取り外しに際して、被保持部３１ｂに無理な応力
が加わったときでも、ハウジング３０における被保持部３１ｂとネジ孔３０ａとの間は撓
み難く、ネジ孔３０ａに固定されたネジ３０ｃが上記応力を受け止める。従って、例えば
、光源部２を無理に取り外す等の乱暴な扱いがなされ、装着部３の被保持部３１ｂに大き
な応力がかかっても、ハウジング３０における被保持部３１ｂと繋がった部分が曲がる等
の損傷を受け難くすることができる。
【００５８】
　また、本実施形態においても、上記第１の実施形態と同様に、光源部２のケース２０ｂ
の周側面と配線基板収容部２４とを接続する角部が面取りされている。ここでは、係合部
２１ａ近傍の装着部８側の端部の面取り箇所を面取り面２９ａ、これと対峙する保持部２
１ｂ近傍の端部の面取り箇所を面取り面２９ｂという。このうち、係合部２１ａ近傍の面
取り面２９ａは、図１２及び図１３に示すように、面取り面２９ａを装着部３の装着面３
Ａに当接させた状態で被係合部３１ａ及び係合部２１ａを近接させたときにこれらが互い
に係合する位置に配置されるように形成されている。具体的には、係合部２１ａの、被係
合部３１ａとの係合面とは反対側にある非係合面２１ａ’と、面取り面２９ａとが平行で
あり、これら非係合面２１ａ’及び面取り面２９ａは、被係合部３１ａの背側に配置され
る補強板９１と平行な線Ｌと平行である。
【００５９】
　この構成によれば、係合部２１ａを被係合部３１ａに係合させるとき、光源部２のケー
ス２０ｂの角部が被係合部３１ａに当接せず、また、係合部２１ａの爪先が補強板９１に
当接しないので、係合部２１ａを被係合部３１ａにスムーズに挿入することができる。
【００６０】
　また、図１４に示すように、係合部２１ａ近傍の面取り面２９ａと対峙する保持部２１
ｂ側の面取り面２９ｂは、面取り面２９ａと左右対称となるように形成されている。この
構成によれば、光源部２を装着部３に装着させた状態で、これらの間に隙間が形成される
ので、この隙間にユーザが指を掛ければ、光源部２の取り外しが容易となる。また、面取
り面２９ａ，２９ｂが左右対称であれば、意匠性も良くなる。なお、係合部２１ａ及び被
係合部３１ａは、上述の説明では光源部２の非発光面側の一端部の２箇所に設けられた構
成を示したが、当該一端部に沿って所定の幅を有していれば１箇所であってもよく、また
、２箇所を互いに連結させた構成であってもよい。
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【００６１】
　なお、本発明は、係合部２１ａと被係合部３１ａとを係合させることにより、光源部２
を装着部３に対して回動自在とし、保持部２１ｂ及び被保持部３１ｂにより、それらを保
持するように構成されたものであれば、上記実施形態に限らず、種々の変形が可能である
。例えは、上述した実施形態においては、被係合部３１ａが摺動可能となるように構成さ
れた例を示したが、係合部２１ａが摺動可能となるように構成されていてもよい。
【符号の説明】
【００６２】
　１　　照明装置
　２　　光源部
　２０ｂ　　ケース
　２１ａ　　係合部
　２１ｂ　　保持部
　２９　　面取り面
　２９ａ　　面取り面
　２９ｂ　　面取り面
　３　　装着部
　３Ａ　　装着面
　３１ａ　　被係合部
　３１ｂ　　被保持部
　４　　端子部（給電端子）
　８１　　端子受部（給電端子）
　Ｈ　　法線
　Ｐ　　光源部の中心部
　Ｓ　　中央面
　Ｘ　　回動軸
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